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Ⅰ　はじめに

近年,農業用水路(以下｢水路｣)の維持管理が資金や

労力の確保の面で困難に陥っており,多面的機能を有す

る水路を持続的に維持管理するには,土地改良区や農家

に加えて,非農家, NPOや企業など多様な主体による協

働が必要であるといわれている1)｡多様な主体による協

働を実現するには,複数の主体を調整･仲介する中間支

援組織が多様な主体のパートナーシップを推進すること

により環境改善を行う,グラウンドワーク(以下｢GW｣)

の手法が有効である2) 3)｡

維持管理活動における多様な主体の協働の仕組みは水

路の規模によって異なる｡末端水路では維持管理は一般

に集落内の農家が実施しているため,農家が同じ集落内

の非農家との協働を目指すことが多い0　-方,本研究で

着目する幹線水路では,維持管理は一般に土地改良区が

業者に委託して実施しているため,土地改良区が農家や

非農家,企業やNPO等より幅広い主体との協働を標楊す

ることとなる｡そのため,幹線水路の維持管理において

は土地改良区が中間支援組織の役割を担うことが期待さ

れるが,非農家との意思疎通4)や非農家の組織化5)など

の課題がみられる｡

水路の維持管理活動について,多様な主体による運営

実態2)や水路の維持管理活動に対する住民の参加意識6)

を把握した研究は散見されるが,維持管理活動の運営実

態と主体の参加を促す規定要因を関連づけて土地改良区

の役割を論じた研究7)は限られており,幹線水路におい

て土地改良区が多様な主体による維持管理活動を運営す

るための実践的方策に関する知見8)が不足している｡

そこで本研究では,多様な主体による幹線水路の維持

管理活動を運営している土地改良区を調査対象として,

運営実態を把握するとともに,社会心理学的モデルを用

いて多様な主体の参加を促進する要因の分析を行うこと

で,多様な主体の協働において土地改良区が果たすべき

役割についての知見を得ることを目的とする｡

Ⅱ　研究方法

1　調査対象の概要

調査対象は寒河江川土地改良区とした｡本土地改良区

は受益面積3421ha,組合員4803名を抱え,専従職員12

名(2008年現在)を有している｡

本土地改良区が管理する山形県寒河江市内の2本の幹

線水路では多様な主体による維持管理活動が行われてお

り,二ノ堰幹線用水路(以下｢二ノ堰)｣)では企業やNPO,

高松堰幹線用水路(以下｢高松堰｣)では集落の住民が参

加している｡本研究では,企業やNPOが参加している前

者の活動を｢企業･NPOタイプ｣,集落の住民が参加して

いる後者の活動を｢住民タイプ｣とした0

2　研究の手順と分析枠組

研究の手順は,まず,企業･NPOタイプおよび住民タ

イプについて,組織構造および維持管理活動の実施体制,

主体の参加を促進する要因を把握した(Ⅲ章)｡次に,両

タイプにおいて主体の参加を促進する要因の形成に土地

改良区が果たした役割を比較し,多様な主体の協働に土

地改良区が果たしている役割について考察した(Ⅳ章)0

主体の参加を促進する要因の形成に土地改良区が果た

した役割についての分析枠組は,社会心理学に基づく広

瀬9)の環境配慮行動の意思決定モデル(以下｢広瀬モデ

ル)｣)を基本に,図1のとおり設定した｡広瀬モデルに

よれば,維持管理活動を心理学的に捉えると,まず｢環

境配慮的態度｣ (以下｢態度｣)が形成され,次に｢環境

配慮的行動意図｣ (以下｢行動意図｣)が形成され,行動

の実行に至る｡また,態度と行動意図の各段階で異なる

規定要因が存在することとしている｡
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図1　土地改良区が維持管理活動-の主体の参加の
促進に果たした役割についての分析枠組

Fig. I Analysis framework of the role played by the land
improvement district to encourage particIPations in

the maintenance activities

さらに,本研究では,以下に示す二つの規定要因を広

瀬モデルに追加し,分析枠組を設定した｡一つ目は｢水

路-の愛着｣であり,野波ら10)が河川-の愛着が河川環

境の保全行動を促進すると報告しており,本研究におい

ても水路-の愛着が態度および行動意図の形成に影響す

ると予測されることから,モデルに追加した｡二つ目は

｢要請主体-の賛同｣であり,土地改良区が多様な主体

に参加を要請する場合, ｢要請する主体｣に対する｢要請

される主体｣の評価が,態度および行動意図の形成に影

響すると推測されるため,同様にモデルに追加した｡

本研究では,多様な主体による協働における土地改良

区の運営に役立つ知見を得ることを目的としているo　そ

のため,図1に示した分析枠組を通して,土地改良区の

取組内容が,どの規定要因を通じて,多様な主体に対し

て維持管理活動の参加を促進したのかを分析･考察する｡

3　調査方法

ヒアリング調査,文献調査およびアンケート調査を

2008年7-12月に実施した｡ヒアリング調査として,二

ノ堰および高松堰の維持管理活動関係者23名(寒河江川

土地改良区役職員,グラウンドワーク二の堰く以下｢GW

二の堰｣)の各参加団体代表者,高松地区の元･現区長,

元寒河江川土地改良区高松地区役員,高松地区住民等)

に対し,維持管理活動の実施状況や運営実態,参加理由

などを尋ねた｡文献調査には,土地改良区の会報や冊子

等を用いた｡また,住民タイプの維持管理活動において

原則全戸から1人ずつ参加している2つの集落では,参

加者が多くその態度および行動意図の形成を促進する規

定要因も多様であると考えられることから,住民-のア

ンケート調査を行った｡

Ⅲ　結果

多様な主体の協働による維持管理活動を実施するため,
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寒河江川土地改良区は水路と集落との距離や水路周辺の

地縁性を勘案し,参加を促す対象となる主体を選択した｡

その結果,二ノ堰では,水路と集落との距離が遠いた

め水路と住民の関わりが浅く,周辺地域の地縁も弱いこ

とから地域住民の参加は難しいと考え,土地改良区と昔

から公私で付き合いのあった企業やNPOを選択した.一

方,高松堰では,水路と集落とゐ距離が近いため水路と

住民との関わりが深く,周辺地域の地縁が強いことから

地域住民を選択した｡

1　企業･NPOタイプの維持管理活動

( 1 )組織構造および維持管理活動の実施体制

二ノ堰における維持管理活動の実施状況を表1,実施

体制を図2に示す｡二ノ堰における多様な主体による維

持管理活動は,二ノ堰の環境美化に賛同する団体の連合

会であるGW二の堰によって行われている｡GW二の堰は,

寒河江市内に拠点を持つ多様な業種の企業や社会奉仕団

体など22団体が参加し,寒河江川土地改良区理事長が代

表を務める任意団体である｡ GW二の堰の参加団体全22

団体のうち19団体は,二ノ堰の一部であるこの堰親水公

園において区間を分担して水路脇の植込の草取り等を無

償で実施しており,その頻度や人数は団体によって異な

っている｡残りの3団体は維持管理費用拠出等資金面で

維持管理活動に協力している｡ GW二の堰の運営は全て土

地改良区事務局が担い,参加団体への維持管理活動の連

絡･調整や,年2回の代表者会議の開催等を行っている｡

(2)態度および行動意図の形成を促進する規定要因

GW二の堰の参加団体全22団体のうち6団体の代表者

-のヒアリング結果(表2)より,主体の態度および行

動意図を促進する規定要因について分析した｡ 6団体の

内訳は,水路の工事等で土地改良区と関係がある建設

業･造園業･解体業の企業より2団体,その他の業種の

企業より2団体,そして社会奉仕団体より1団体,その

他の団体より1団体である｡

1 )態度の形成を促進する規定要因

｢水路の環境を保全すべきだ｣という態度の形成は,

二つの規定要因が促進していることが推察された｡一つ

目は｢環境リスク認知｣であり,具体的には,水路が散

歩等で多くの市民に利用されていることが挙げられる

(表2-A)o　また,建設業者や造園業者に限っては,自

ら施工したことによる｢水路-の愛着｣についても,態

度の形成を促進していると考えられる(表2-B)0

2)行動意図の形成を促進する規定要因



表1　維持管理活動の実施状況
Table I The status of maintenance activities

企業.NPOタイプ 偖ｩj�5�487b�

施設特性 冖ﾈ��二ノ月豆 俘(鉙ｼﾒ�

絵圭正長 途縋ｶﾒ�4.5km 

督益面槽 都ヶ���726ha 

環境配慮型名備 侈x�9�Xｬ(ｺｹ�餔R�国営かんがい排水 
事豊('89-794) 弔RＴ澱ﾒs�R��

開催イベント ��Y]8,ﾉn���･lI三,- 

地域特性 倡ｹ�ﾘ,ﾈ*�.�&闔b�寒河江地区 俘(鉑&霎b�農家率 唐紕R�43.4% 

農芸地域類型 �78�94�&闔b�平地展望地域 

維持管理 活動の実 施主体 冖ﾈ��ク一ラウンドワーク二の堰 俘(鈐�'仞h,ﾃX郎x��
代表 亂h憙ﾕﾙ�ﾉ7�&陝ﾉ|xｾiyﾒ�駟+r�高松地区区長全長 

構成員 �(h抦ｮ仂b竟�檠_(覈&2��ﾉ��#)&9�ﾂ3��5集落の住民3393人 

維持管理 活動の実 施状況 丶ｨ跖ｾX蔗�1998年 ��涛僖��

実施内容 ��Yч�,ﾉ��*hﾙ�-ﾘ.)�Y�Xﾏh��,ﾈ����
参加人数 冩��イ��ﾂ韜隴B�約1000人.時間 

笠施凝i度 僖��ﾓH���年2回 

実施場所 �?�,ﾈ���Y�Xﾏh���高栓堰 
(約1.5km) 忠o�2綏ｶﾒ��

清掃場所の所有者 亂h憙ﾕﾘ�2�寒河江川土地改良区 

消掃場所の管理者 �4闔ｨ8�4X986�8��ｸ4�?�,ﾈ���育y.握yyﾘ�"��寒河江川土地改良区 

経済効果)讃2 冩�C#�iﾈ冷�約130万円 

土地改良区の役割 剋Q加団体-の連絡.調 �4�*H5�986�8�4靼(鉙��,ﾈ橙�整､参加団体代表者会 亳8､ｨﾜ:H査鰄ｬyyﾘｨ�:��
議の開催等 �,ﾈｮ�h���

土地改艮 区と情婦 実施主体 間の調整 団体 冖ﾈ��なし �4���8�4X986�8��ｸ4靼(鉙���

代表 剄ｏｼ地区区長会長 

構成員 刳e集落の区長5名､土地 改良区地区役員(現. 元)5名 

社会奉仕団体3団休､その他4団体
※2　寒河7工川土地改良区による推計値

図2　維持管理活動の実施体制
Flg.2 Tmplementation framework of maintenance activities

｢維持管理活動に参加したい｣という行動意図の形成

は,三つの規定要因が促進していることが推察された｡

一つ目は｢便益費用評価｣であり,具体的には,多く

の市民が利用している場所を清掃することによる地域貢

献の喜び(表2-C)や維持管理活動実施中の参加者同士

の交流(表2-D),維持管理活動実施時の負担が大きく

ないこと(表2-E)が挙げられる｡二つ目は｢社会規範

評価｣である｡これは,維持管理活動の実施に対する,

散歩等で水路を利用する市民等GW二の堰外部からの期

待(表2-F)や, GW二の堰内の参加団体間にある｢二

ノ堰の美化のために共に頑張ろう｣という仲間意識(義

2-G)に由来している｡三つ目は｢要請主体-の賛同｣

であり,地域貢献を行う土地改良区に賛同する姿勢(秦

2-H)が行動意図の形成に寄与していると考えられる｡

2　住民タイプの維持管理活動

( 1 )組織構造および維持管理活動の実施体制

高松堰における維持管理活動の実施状況を表1 ,実施

体制を図2に示す｡高松堰における多様な主体による維

持管理活動は,旧村である高松地区の5集落の住民によ

って行われている｡ 5集落の住民は,高松堰において各

集落で区間を分担し,永路脇の植込の草取りを,地区行

事として全集落一斉に年2回無償で実施している｡維持

管理活動の参加者および参加人数は各集落に委ねられて

おり, 5集落のうち2集落では原則全戸から1名ずつが

参加(以下｢全戸参加型｣),他の3集落では区役員や隣

組長,婦人会などの地縁組織から数名ずつが参加(以下

｢地縁団体参加型｣)している｡いずれの集落も欠席によ

る出不足金の徴収はない｡

維持管理活動の運営は,土地改良区およびグラウンド

ワーク高松堰(以下｢GW高松堰｣)によって行われてい

る｡ GW高松堰は,いずれも高松地区住民である,高松地

区5集落の区長と寒河江川土地改良区の高松地区選出役

員の合計10名で構成される任意団体である｡ GW高松堰

は維持管理活動の主催者であり,区長が維持管理活動に

ついて住民に周知し,維持管理活動当日は寒河江川土地

改良区の各集落の総代代表や元･現役員と共に,維持管

表2　維持管理活動に関する参加団体の考え
(企業･NPOタイプ)

Table 2 Notions Of maintenance activities among committing

groups (company 皮 NPO type)

心理 段階 亢ｹ.駅h獣�内容 

態度 豫(ｺｸ8ｨ5�4��Di&ﾒ� � 剪�

市民の方が利用というか､散策される方も含めてかなりの人が一度 
は通ったことがあると風うんですよ<(シルバー人材センター) 

水路-の ������ 会社としても �:(S'& 儿-'=::.当 忠�Yр�の)施工もしたし､施工してるとこ 

愛着 �.ｸ/�査鰄ｬyyﾒ饋(�8+x.�/�+�*�.zH����+X,I9h+ﾘ.����ｲ伊ｩ�ﾘｼhuDｲ�����

行動 兢h擁N���Uﾘ幵云h傭��:追. 剪�兩9d��Y�ｷVﾅsｩ4隗y6馘��"�

観光客の方か~いらっしゃるような短所を自分たちの手できれいにし 
ていこうつていうことが､.-(中略).-寒河江市に少し貢献しているの 

かなと思える_(ガールスカウト) 

会員さん同士 凾ﾅも､顔は分かってたんだけど話したことないつて方も 
ありますからね0-(中略)-.話をすることによって､コミュニケーションが図 

れると用いますね_( 劔レバー人材センター) 

便益費用 評価(費用) 舒ﾉ��'魔r粐�� ��)は仕事の暇なときき行ってもらってる 
そのぐらい(の維持管 劔宿敵 

から_会社としては苦痛ではないと恩うんだけどな人(建設董G社) 

社会規範 評価 ��

;源摂邪喜露陛老熟浬郷. (二ノ堰を)短期散歩 劔脚発禁は洋舞環棚錯墳涼削除 してる人もいる○その人がr草ボーポーだった 

意図 凾譽と言われると｢ 劍.ﾘ�ｺH*H+�,ﾈ,h+�+��ｸ+8,�+8,h+8/�,�,ｸ*b�+X,�*(,h*"�

けない日と恩うわ 劍6�,X+x.e�駟k�w�V�?i��9��hx�ｲ�

人対人だと恩うんですよ､G 劔富,ﾔ�x*ｨ,�+ｨ+�/�,�-8*H,�*ｨ/�,�.ｨ.��

かつていうと､会合があるんだよ0.-(中略)-ただ紙切れ1枚で｢こう 

いうことありました｣つていうのではダメなんだなあ..-(中略)-それ 
･A-の 凵戟R′ 
､｢､_え になってる【(花割振講書社 劔��h�h,h4ｪH7H/�,ﾈﾌHｷ｢�7鋳�

要請主体 -の賛同 �� 剪�..=棚板萎珊辞獅瀧灘 したt)んだとは思いますよ○.-(中略) 
(喪河江川土地改良 劔'由夫 
-地域のためにいろんなことを創造して､それを実行すると○それが 

いいことだ､立派なことだと思えば､当然協賛すんのもやぶさかでな いし∧(建設婆lK祉) 
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理活動を取り仕切っている｡土地改良区事務局は,維持

管理活動を周知する書面の作成やGW高松堰の会議開催

など,維持管理活動全般のバックアップを行っている｡

(2)態度･行動意図の形成を促進する規定要因

高松地区全5集落のうち, ｢地縁団体参加型｣の3集落

では,区役員や隣組長,婦人会などの各地縁組織に参加

人数が割り振られているため,役職の職務として維持管

理活動に参加している｡一方, ｢全戸参加型｣の2集落で

は,維持管理活動-の参加は任意であることから,アン

ケート調査およびヒアリング調査により,態度と行動意

図の形成状況およびその形成を促進する要因を把握した｡

アンケート調査は｢全戸参加型｣の2集落全287戸に

対し1部ずつ配布し,回答は｢世帯で維持管理活動に最

も頻繁に参加している方｣に依頼した｡配布および回収

は集落の区長と隣組長が行った｡有効票は263部,有効

回収率は91.6%であった｡回答者の内訳は,男性が79.0%,

50代以上が86.7%,土地改良区の組合員がいる世帯は

32. 2%であった｡

1 )態度および行動意図の形成状況

維持管理活動に関する態度および行動意図の形成状況

を図3に示す｡いずれも5段階尺度であり, 1または2

と回答した人の割合は態度で51.5%,行動意図で59.9%

であり,前者より後者の方が高かった｡

2)態度および行動意図の形成を促進する規定要因

規定要因の形成状況を図4に,規定要因(図4)と態

度および行動意図の形成状況(図3)との相関係数を表

3に,全戸参加型の2集落の住民-のヒアリング結果を

表3に示す｡

態度および行動意図については,以下の規定要因が促

進していると考えられた｡要請主体-の賛同(表3-⑫～

⑭)や水路-の愛着(表3-④～⑤)は心理段階との相関

係数が高く,土地改良区に賛同している人ほど(表4-

質問:今後も維持管理活動が続いてほしいか?

済ぜひ続いてほしい
蔑どちらかといえば続いてほしい

口どちらともいえない
琵どちらかといえば続いてほしくない
■続いてほしくない

質問=今後も維持管理活動に参加したいか?I

業苦主恩豊で‰参加したい
Lどちらともいえない
讃どちらかといえば参加したくない

■参加したくない

図3　態度および行動意図の形成状況
(住民タイプ(全戸参加型))

Flg.3 The status ofattltudeand behavioral lntenSion

(resldent type)
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H),また水路-の愛着が強い人ほど(表4-A,B),態

度および行動意図の形成が促進されていることがうかが

えた｡また,便益費用評価(表3-⑥～⑳,表4-C～E)

も心理段階との相関係数が高く,具体の内容として特に

維持管理活動参加後の満足感(表3-⑧)や維持管理活動

実施中の住民同士の交流(表3-⑨)の相関が高いことか

ら,これらの便益を認識している人ほど態度および行動

意図の形成が促進されていることが推察されるo

ここで,態度および行動意図の形成割合,実際の維持

管理活動-の参加率の関係に着目したい｡図3に示した

ように態度の形成割合(51.5%)より行動意図の形成割合

(59.9%)が高く,かつ行動意図の形成割合より実際の維

持管理活動-の参加率(全世帯の87.2%, 2008年10月の

維持管理活動)が高い｡ため池の維持管理活動-の住民

の参加について広瀬モデルを用いて分析を行った水谷･

星野ll)の研究では,態度の形成割合,行動意図の形成割

合,実際の維持管理活動-の参加率の順に低いことが報

告されており,本調査結果と合致しておらず,この理由

については今後の課題としたい｡なお,推察される理由

の一つとして,集落行事として実施することで維持管理

活動に参加すべきという集落規範が形成され,これが社

会規範評価として行動意図の形成および実際の維持管理

活動-の参加を促進している可能性がヒアリング結果

(表4-F,G)より示唆されたが,定量的な観点からの

検証については今後の課題としたい｡

Ⅳ　考察

1　組織構造と維持管理活動の実施体制

企業･NPOタイプと住民タイプの実施体制(図2参照)

を比較すると,土地改良区の役割が異なっている｡企業･

NPOタイプでは,土地改良区は維持管理活動の実施主体

であるGW二の堰の代表として維持管理活動や組織の運

営を行っている｡一方,住民タイプでは,土地改良区は

維持管理活動の実施主体である住民と直接関わらず, GW

高松堰が土地改良区と住民との媒介として機能している｡

この違いは,土地改良区と主体との面識の有無および

主体の地縁性が起因しているものと推察される｡企業･

NPOタイプでは,企業やNPOの多くは従前から土地改良

区と面識があり,かつ企業やNPOは地縁性が弱いことか

ら,直接働きかけを行っている｡一九住民タイプでは,

非農家は土地改良区との面識がないこと,地縁性が強い

ことから,土地改良区事務局が直接働きかけることが困

難である｡そのため,集落の直接的な統率を区長が,隻

落における土地改良区の窓口を土地改良区地区役員がそ

れぞれ担い,土地改良区は上記2者を構成員とするGW



高松堰を外部から支援することで,土地改良区が集落に

対して間接的に働きかけを行うことが可能となっている0

0%　20% 40% 60% 80%100%

図4　規定要因の形成状況(住民タイプ(全戸参加型))
Fig･4 The status of determining factors (resident type)

表3　規定要因の形成状況と態度および行動意図の形成
状況との相関(住民タイプ(全戸参加型))

Table 3 The relationship between the status ofdeterminlng factors and

thatoI-attltude,behavlOralintension(residenttype) 
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管 剿ﾇ清数の埠は｢参加してよか,='たjと 剪�偵cs�.(ｺ�� 
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〇一 

再 剌ｼ横の改鯵工事.lT;.酷に結束の書見 剪�偵c#)'�｢� 
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I � 偬Hﾋ聒,(*(,JC�ﾙ'"�艮区から薄綿 .れたら協力し ���� 

+ � 

端l選択.許Ziltl汀1,非常 劔にそう患うj-r5.全くそう思わないjlT)I-J段落尺蜜 

･X2　ap<0.05.綿タ,く0.01.榊p<0.001

表4　維持管理活動に関する住民の考え
(住民タイプ(全戸参加型))

Table 4 Notion ofmalntenanCe activities among residents

(resident type)

心理 段階 亢ｹ.噂���剴燉e 

態度 ��Xｦ壷=��芥屍�� �� ���� 勍∵ 

.:...._ー′ヽ.≡ 七女埠) �-.L-= 剪�

満聴解 iこ水路が 箆､7()代男 凾ﾌ財産l てもの､- 剪�んT.ねえかなと思うt'/)紘 

行動 白�H��5.費!p ��ｲ� ��i¥b� ���� ��

(費,[ 劒X*又槌ﾊI*����倡���.ﾂ��+X*(爾� 窒x覈jⅳR�Ol七.女I射 

便益費用 剪� � � �� 

掃7 号 俯x�ﾊBﾘ,ﾄﾂ��ｨ.��や��ｲ� 凾ﾆし ≡姦 ��とのふれあいの凝ってし■､う三 

トヽ ､とJ 亢2�,��いい/く 一一思うもノ � 辻ﾘｫｩ{伜���+x.�,b�+��ｸ,�,e��*�,R�����+8/�,�.ｦ�,�*�ﾄﾂ�Cc��8��鋳�

ヒ会規範 評価 剪� �� � ��言え o代 ��

Jつ 13 坪�%��蔗�ラ ��くね=,(住 劍8�986X4(4�+�-�*�/��

この ~二1 逃��-～ 畑,�*ﾘ����*ﾂ�亦�ﾘ*(.�,ﾂ�坪,X+u�員ｩjⅲ粨ｸｨ7��

要請主捧 -177簡㌻iilj 劒YG)vﾈ耳�j���+x+#����*�,�,B�����8�� �7著�b�%Ｓ� �����+�,ﾈ+x+(*ﾘﾗ9:驂ﾒ���

長､60 

2　態度および行動意図の形成を促進した規定要因

企業･NPOタイプはⅢ-1-(2)-1), 2),住民タイ

プ(全戸参加型)はⅢ-2- (2) -2), 3)に示したと

おり,行動意図の形成を促進する規定要因については,

便益費用評価と要請主体-の賛同が両タイプで共通にみ

られた｡一方,態度の形成を促進する主な規定要因は両

タイプで異なり,企業･NPOタイプでは水路が多くの市

民に利用されることによる環境リスク認知,住民タイプ

(全戸参加型)では水路を自分自身で農業や散歩等に利

用していることによる水路-の愛着と考えられた｡

3　態度および行動意図の形成を促進した規定要因の形

成に土地改良区が果たした役割

態度および行動意図の形成を促進した規定要因の形成

に寄与した土地改良区の取組を表5に示す｡Ⅳ-2で示し

たように,企業･NPOタイプと住民タイプ(全戸参加型)

では態度および行動意図の形成を促進した規定要因やそ

の形成理由が異なっており,企業･NPOタイプと住民タ

イプで異なる主体に合わせた取組を実施することで,土

地改良区は態度および行動意図の形成を促進した規定要

因の形成に寄与していた｡なお,今後の更なる検証が必

要であるが,住民タイプ(全戸参加型)では,土地改良

区がGW高松堰を通じて集落行事として維持管理活動を

実施することで,社会規範評価を醸成している可能性が

示唆された｡

また,両タイプにおいて,行動意図の形成を促進した

重要な規定要因として,要請主体-の賛同が挙げられる｡

饗庭ら12)によると,共通の目標を持ち協働で問題解決に

取り組むような主体間の強固な関係は,具体的な目標を

持たず日常的に交流する程度の緩やかな関係から生まれ

るとされる｡すなわち,土地改良区は従前から小学校-

の出前授業の実施等の地域貢献活動に取り組むことで,

地域の人々から信頼を待ていたことが,多様な主体と協

働する上での基盤となったと推察される｡

企業･ NPOタイプおよび住民タイプの維持管理活動に

取組開始当初から中心的に携わってきた,土地改良区の

理事長1名および職員2名-のヒアリング結果を表6に

示すo土地改良区が地域貢献活動等の取組を行う背景に

は,土地改良区は農家の賦課金で運営される農家のため

の組織である(表6-A)と同時に,農家だけでなく地域

全体-の貢献を重視しており(表6-B),地域貢献活動

に多様な主体から協力を仰ぐにはまず土地改良区自身が

進んで行うべき(表6-C)という姿勢を有している｡

このように地域貢献活動を積極的にリードする土地改

良区が,中間支援組織として多様な主体のパートナーシ

ップを推進するグラウン.ドワークの手法を活用し,地域

301



表5　億度および行動意図の規定要因の形成に
寄与した土地改良区の取組

Tab一e 5 The land Improvement District's contributions to form the

determimng factors of attitude and behavioral intension

土地改良区の取組 偃i�x,ﾉmｩ4��取組が促進した 規定要因媒 〟 ス ク 兢b�傭�N��w��社 ノ＼ ⊥ヽ 規 蘇 �B�(R�賛 同 

企 業 ＼ �?�6ﾘ��,ﾉ�Y�Y��jI?�6ﾘ��,X,ﾈ48-r�二ノ堰の親水利用促進 ��ｲ�○ ��○ ��ｲ�
ント開催卜一般市民対象) 宙自Lｨ�9j��

参加団休によって維持管理活動の 丿Y&9�ﾈ*ｨ��邵�)Eﾈ,鵜ﾘ､｢� ��ｲ� �� 
分担区間班長や妾施頻度等を詣鞍 �,Xｺi|ﾘ+X,I�ﾂﾈ.x*H+�,b�

参加団体代表者に対する二ノ堰の 利用状況の報告 �ｸ鰄ｬyyﾕ��:�,ﾈﾏ�ｨ/����ｫH+X,H.�.x*H+�,b� ��ｲ� �� 

P 0 タ イ プ 伜���:��ﾉ�9Uﾈ�(,�.h.��8,ﾈ､ｨﾜ2�団体間の連帯感向上 ��ｲ� ��ｲ� ��

参加団体名入りの看板を各参加Efl �&9�ﾈ,ﾅ�*IZｩ%8ｾhｭH,ﾉG�� ��ｲ�○ �� 

体の分担区間に設置 �,ﾉL冤��8ｻRﾘ,ﾈ尠g#ﾙ�ｨﾏﾂ�

地域貢献活動(小学校-の出前授 業､自ら設立したNPO法人による水 路のZ署境傑=全活動)の妾施 �&闔hﾗhﾊ2� �� ��○ 

住 氏 タ イ プ ※ 俘(鉙��,ﾉ�Y�Y�餔ZI�Yц,X,ﾈ48-r�高松堰の親水利用促進 ��○ ��○ ��ｲ�

ント開催(住民対象) 宙�j��

土地改良区組合員の賦課金低減 リスク:環境リスク認知､便益費用:便 �7�&陝ﾉ|xｾi�xﾘx醜,ﾉX�%2�ﾇ侏��擁N��Uﾘ廈H��檍ｴｹLﾓｨ���会規 儉ﾙUﾒ�価 ��○ 

愛着.水路-の愛着､賛同･要請主体-の賛同

表6　土地改良区の基本姿勢
Table 6 The basic attitude of Land Improvement Districts

こ思ってます(秦

何するったって､農家のためなんだけども､反面地域のために非農家のために何
したらいいべってことをすごく考えてっから､逆に｡ (寒河江川土地改良区職員)
護岸藁葺霞め杭だけども､反面地帆

申先して
親父の背中を見て生きているわけでしょ｡親 生懸命働いていたら私も手伝
わないかんなと思うわけでしょ(寒河江川土地改良区理事長)

特性や施設特性,主体特性を踏まえた運営を行うととで,

地域全体として住民, NPO,企業,行政等の協働による幹

線農業用水路の維持管理活動の実現を可能にしていた｡

謝辞:本研究の実施に当り,多大なるご協力を頂いた

寒河江川土地改良区の高橋龍一氏や木村信一氏を始め,

寒河江市の多くの方々に深甚の感謝を表する｡なお,本

研究では,科研費(20380133)の助成を受けて実施した｡
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Summary: This paper shows the implementation舟amework, determining factors and the land improvement districts'management

relevant to maintenance activities of main irrigation canals through Groundwork methods.Asa case study, weinvestigate the land

improvement district which is performing the maintenance activities by involvement of multiple actors in two main irrigation canalS･

Our research revealed that the land improvement district, as an intemediary, utilized the Ground work methods. Characteristics of

reg10n･ facilities and actors were takeninto consideration to carry out the maintenance activities･ These results suggestthat such

performance is effective with promoting the paltnerShipamong multiple actors･

キーワード(Keywords) :幹線用水路(Main higation Canals),維持管理活動(MaintenanceActivities) ,土地改良区(Land

Improvement District),グラウンドワーク(GroundworkMethods),中間支援組織(Intermediary)

(2012年5月20日　受付)

(2012年10月5日　受理)

302　　農村計画学会誌31巻論文特集号　　2012年11月


